	　令和８年度第１回大阪府河川整備審議会　傍聴者意見

	開　催　日　時

場　　　　　所
	令和８年７月17日　金曜日　午前10時00分から午後11時20分まで
西大阪治水事務所　会議室およびWeb会議

	（大阪市　中村氏）

発言内容

○傍聴者　中村といいます。まず、２番目のテーマの高潮対策についての、気候変動を踏まえた今後の高潮対策の進め方というところについてですが、前回も言ったのは、今お話にもたくさん出ていますけど、三大水門を今、工事整備中だという説明があったのですが、我々は今この三大水門がどれだけの高さまで対応可能なものなのか、現在施工されているのはこの高さで施工されてると。これについては、よくここでも事業評価がありましたけども、今後、経費をかけずにここまでは対応できる高さですよと。こういうものが一度も今まで出たことないのですよ。このような非常識な、ここの今回の資料の１２ページのところの、その前に堤防のイメージ図がいろいろ書いておられるけれども、現状どういう形の堤防がどうできてるかどこにも、この項目で上がってないわけです。

　ていうことは、先ほどの説明の中には、平成３０年の２１号のときには、１メーターの水位上昇があったということは書かれていますけども、そのときに、今、既存の河川堤防なり高潮堤防についての、その天端高っていうのはどうだったのかと。これが１メーター上がったときも、越波は起こっていないのか起こっているのかと。そういうことも全部含めて議論しないと、私、その方法がよく分からないのですけども、これ時間かかるかも分からないのですけど、今まで言ったことは何も履行されてないのでね。ちょっとくどくなるかも分かりませんけど、説明させてもらいますので、よろしくお願いします。

　これからの施工、検討される方向なのですけども、例えば、今言いました１メーターというものをどう評価しとくかと。既に１メーター高くなった実績があって、これから２℃上昇をオーバーさせていくのか。その２℃の足す前の現状水位はどこなのかと。そういう基本的な部分もこれ抜けているのです、説明の中に。だから、例えば、１メーター上昇したところに、さらに２℃上昇のものを加えたものを検討するというのであれば、既存データの、こういうものをベースが最高潮位なので、これに加えていきますよということを、これがここの中身どこまで見込むかよく分かりませんけれど、４℃上昇も考えていこうというようなことになりますと、今ある既存の堤防を十分活用していくことが是なのか、逆に、そこで１メーターから２メーターか何ぼ起きるか分かりませんけれども、これ掘るのは海面上昇といっても、一番大きいものはやはり波浪による水面上昇ではないかと思います。

　温度上昇による水面上昇は止めることが非常に難しいとは思うのですけども、波浪による水面上昇については、大きい堤防を造れば幾らでも止められるわけです。それは完璧なものを造る必要はなくて、２割、３割減少させるような、波浪の減衰効果があるようなものを考えていけば、今ある堤防が活用できると。これがもし活用、施工が分からないから、もしこれ活用できないときは、めちゃくちゃ高い堤防はそれは物理的には造ることできるのですけども、我々生活している者から見れば、目の前に高い堤防があるような、非常に閉鎖的な空間というのは、生活空間として非常に私は劣るのではないかと思います。これは今までのその４０年からのいろんな高潮堤防を整備された周辺の方々は必ずおっしゃる。こんな高いもの造られたって困ると。当然、被害がないときは、こんな高いものがないほうがいいわけですから。それでこれから、やはり豊かな社会をつくっていこうと、今環境の問題を、ここでも議論されていますけども、我々が生活しやすい、この堤防の高さっていうのもあるのじゃないかと思うのです。むやみやたらと１メーターも２メーターも高い堤防造って、造れるからそれでいいじゃないかと。

　これもちょっと話が時間をかかって申し訳ないんですけども、三、四年前かと思うのですが、ＵＳＪの前の河川堤防というか、護岸が、その前にきているところと後ろに引き込まれているところがあって、何が原因だろうというようなことを、この審議会の何かの専門部会で議論されて、そのときも、その水面上昇がそのときからあるということは分かってるわけですよ。だけど、そのことを考慮した議論はどこにも載ってないわけです。

　だから、あそこのところを、これから、こういうこと起きたときにやれるやれないというのは必ず出るわけです。そのときにあたかも、かさ上げだけを前提とした、こういう議論の進め方というのは非常に私はぶっきらぼうというか。あまりにも横柄な考え方ではないかと思います。

　やはり、これが堤防がかさ上げで非常に難しいという御意見を、この審議会の中でも事務局のほうからありましたけども、それが１メーターも２メーターもかさ上げすることは難しいというのであれば、ほかの方法も考えなきゃ駄目だと。それが今言っている、三大水門がどのような形になっているのか。１メーターでも２メーターでも、今の三大水門はかさ上げできますよと、多分なっているとは思うのですけども、それが本当に合理的なのか、どのような構造で安全率の高い、こういうものになっているかというようなことも我々全然知らされてないわけです。ですから今の気象変更も含めて、どの審議会でも結構ですので、少なくとも今の河川堤防なり、防潮堤防がどれだけの高さのものがどこにどうあって、それのこれからのかさ上げの課題は何なのかという認識と、もっと具体的に分かりやすいのは、何回も言いますと三大水門です。三大水門を今これで造っているけれども、こういう課題を抱えているよとか、ここまでしか高くできませんよとか、何かをきちんと説明した上でこの議論を進めていただきたいと思います。


